






その他のタイトル Spherical Earth Theory and Heliocentric Theory
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五百は地上での距雌
Asと 6は調定により求められる
ので、地縁の半径 OAを算出する
ことが出来る.
Eratosthenesより 1世代以上前の学者で、“古代の
Copernicus"と異名をとる Aristarchus(アリスタルコ
ス)の現存する著作は、“太陽と月の大きさと距離につい
て"という論文しかないが、彼lこは他に少なくとも太陽中
心説を唱えた著作があったことが知られている。
Aristarchusは、地球の半径は月の半径の約3倍と見積も
っているが、地球の大きさの算出に成功したEratosthenes
は、これを用いて月の外周を約 1
万4千 kmと概算している。実際
の月の外周が約 1万1千kmで、ある
ことを考えると、決して悪くない
数字である。さらに紀元前2世紀
半ばには、 Hipparchus(ヒッパル
コス)は三角法の数表を周到に準
備した上で、三角測量の要領で、
月と地球の閣の距離は地球の直
径の約 30倍と算出した。前述の アリスタルコス
Eratosthenesが算出した地球の大きさにこれを当ては
めると、地球から月までは約 38万4千 kmとでるが、
現在よく知られている月の平均軌道半径は約 38万4千
4百kmなので、ピッタシカン力ンと言える。
古典古代の自然観や宇宙観には、大きく見て二つの流
れがあった。ひとつが Aristotle(アリストテレス)や
1000年以上にわたってアラビア世界とヨーロ ッパ世界
を支配した宇宙論の定番“Almagest(アルマゲスト)"の
著者 Ptolemaeus(プ卜レマイオス)に象徴される考え方
で、数学を哲学と常識の端女とみなし、数学の有用性を
認めるものの、現象の深い理解には役立たないと考えた。
他方で、 Pythagoras(ピタゴラス)学派や先に名前の出
たヘレニズムの学者達が典型的であるが、見かけの背後
にある実在は本質的に数学的であると信じ、その追求を
使命とした。キリスト教的世界観に支配されたヨ 口ツ
パ中世は前者の立場をとり、後者の立場の復活には
KeplerやGalileo、そしてNewtonを待たねばならなし¥0
近代の幕開けである。
下図はアケメネス靭ペルシャの夕、リウス3世への間合いを詰める
アレクサンダ一大王で、程無くペルシャ軍は潰走する。
